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震災復興支援ニュースの創刊に当たり、謹んでご挨拶を申し上げます。去る３月１１日の東日本大震災により

甚大な被害が発生しました。大震災で亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災された皆

様に心からお見舞いを申し上げます。 

東部保健福祉事務所では、地震直後の初期段階からの被災地支援活動として、避難所を中心に保健活動を

行うなど、被災された方々の生活支援に取り組んできております。これまでに多くの関係者との連携、ご支援の

下に諸活動が進められたことを、この場をお借りして感謝申し上げます。 

目下、宮城県をはじめ、地元の石巻市、東松島市、女川町では、被災された方々の生活支援と被災地の復興

に全力を挙げて取り組んでいるところであります。特に、被災した医療・福祉施設の早期復旧、そしてまちづくり

と一体的に保健・医療・福祉提供体制の再構築を図ることが急務となっております。 

このように、子どもから高齢者まで誰もが安全で安心して暮らせる地域づくりに向けて全力で取り組んでいくとと

もに、復興支援に関する情報を震災復興支援ニュースを通じて皆様にお伝えしてまいります。 

東部保健福祉事務所長 氏家栄市 

 

◆石巻市立病院は津波で建物が甚大な被害を受け、４月から石

巻市日和が丘（旧市教委事務局棟の敷地内）に仮診療所を開設

し、従来の１４科から７科に規模を縮小して外来診療を行って

きました。さらに、同敷地内にドーム型診療所を開設し、眼科

の診療を再開することになりました。 

このドーム型診療所は、石川県の金沢泉丘高等学校の同窓会

が県、企業、大学の協力を得て発足させた「被災地医療施設支

援プロジェクトチーム」から寄贈されました。 

このドームは発泡ポリスチレン製で、１棟が直径７メートル、高さ３．２メートル、床面積３６平

方メートルの２棟続きとなっており、工期が短く、耐震、断熱性に優れた建物ということで、眼科の

診療室や待合室として利用。眼科はこれまで、問診で対応してきましたが、ドーム移転後は眼圧測定

器などの医療機器を置き、７月２０日から診察を行っています。

平成２３年７月 
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問い合わせ先 

宮城県東部保健福祉事務所 

企画総務班 企画調整グループ 

H P：http://www.pref.miyagi.jp/et-hc/ 

T e l：0225-95-1416 

Fax：0225-94-8982 

 

編集後記 

編集担当になりました、佐々木、大崎、佐藤です。 

よりよい支援ニュースを作っていきたいと思いま

すので、ご意見、ご要望、情報などありましたら、

左記までお寄せください。 

お待ちしています(^_^)/ 

熱中症には予防が大事！ 

熱中症？と思ったら 

避難所数 避難者数

石巻市 ７７カ所 ４,１２８人

東松島市 ２９カ所 　 ７１７人

女川町 １１カ所 　 ６８１人

避難所数および避難者数（７月２０現在）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その１ 暑さを避けましょう 

その２ 水分補給を習慣にしましょう 

・暑いと感じる前、のどが渇いたと感じる前に水

分を補給しましょう。 

・一日 1.5 ﾘｯﾄﾙを目安に、何回かに分けて水を飲

みましょう。 

・たくさん汗をかいた時は塩分も補いましょう。

コップ 1 杯の水にほんのひとつまみの塩を入れ

た位が適当です。 

 

 

○涼しい場所で衣服をゆるめ、体を冷やします 

○足を高くして寝かせます 

○水分を補給します 

○吐いて水分をとれなかったり、意識がもうろう

とする場合は、救急車を呼びましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆８月は食品衛生月間です。夏期は、カンピロバ

クター・ジェジュニ／コリ、サルモネラ属菌、腸

炎ビブリオ、腸管出血性大腸菌といった細菌によ

る食中毒が多発する時期であり、

特に注意が必要です。 

石巻保健所及び石巻地区食品

環境衛生団体連合会では平成

23 年 7 月 29 日（金）午後 2 時

30 分から石巻駅前と石巻市役

所（エスタ前）において食中毒

予防街頭キャンペーンを開催します。当日は、食

中毒予防啓発うちわ 500 枚も配布しますので、ぜ

ひお立ち寄りください。 

食中毒予防街頭キャンペーン 

◆宮城県とセイホクは東日本大震災により発生した

木材がれきをリサイクルする取り組みをスタートさ

せました。 

石巻市南境の石巻商業高校に隣接する仮置き場に

保管された木材がれきをセイホクグループの西北プ

ライウッド（石巻市西浜町）の工場へ７月１５日か

ら順次搬出しています。工場では手作業で異物除去

を行ったあと、破砕、塩分除去等を行い、パーティ

クルボードの製造やバイオマスボイラーの燃料とし

て利用されます。３ヶ月で約 3 万 5000 トンの木材

がれきを同仮置き場から運び出す計画で、被災地の

がれき処理に貢献します。 


